
アスファルト混合物配合設計報告書

混合物： パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

２０２６年 ２月

倉 吉 ア ス コ ン 株 式 会 社



混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

報告年月日 ２０２６年 ２月１３日

報 告 者 田子三由生

ア スファルト混合物配合設計総括表

１．使用材料の種類及び産地

材料の種類 製造会社名 産 地 材 質

２．配合割合

材料名

室内配合％

ビン名

現場配合％

３．合成粒度

ふ る い 目

通過質量百分率％

粒 度 範 囲
上 限

下 限

４．設計アスファルト量の決定

試 験 項 目

試 験 値

基 準 値
上 限

下 限

最適ＡＳ量密 度理論密度空 隙 率飽 和 度安 定 度フ ロ ー

( % ) ( g / c m ) ( g / c m ) ( % ) ( % ) ( k N ) ( c m )
1
1 0 0

3 3

まめさび1 3 - 5 ㎜ 第一石産運輸㈱ 京都府城陽市中中山 山砂利

細砂 ㈲永田商事 鳥取県東伯郡北栄町 天然砂

石粉 足立石灰工業㈱ 岡山県新見市足立 石灰岩粉末

ｶ ﾗ ｰ ｸ ｽ P A C K 日進化成㈱ 岡山県玉野市玉原 明色バインダ

まめさび1 3 - 5 ㎜

81.5

細砂

13.5

石粉

5.0

計

100.0

４ビン ３ビン

49.0

２ビン

32.5

１ビン

13.5

石粉

5.0

回収ダスト 計

100.0

53 m m 3 7 . 5 3 1 . 5 2 6 . 5 1 9 1 3 . 2 9 . 5 4 . 7 5 2 . 3 6 1 . 1 8 6 0 0 μm 3 0 0 1 5 0 7 5

100.0

100

100

99.8

100

95

39.4

45

23

19.0

30

15

17.8

20

8

12.3

15

4

5.9

10

4

4.5

7

2

4.3 2.040 2.458 17.0 34.1 8.29 36

5.5

3.5 3 . 4 3 以上

40

20

※ マーシャル試験の結果はグラフより求めた値である



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

試験年月日 ２０２６年 ２月１３日

試 験 者 田子三由生

骨 材 試 験 成 績 表

ふるい分け試験

ふるい目の開き

通
過
質
量
百
分
率
％

性状試験

試 験 項 目

密 度

表 乾

か さ

見 掛

まめさび1
3 - 5 ㎜

まめさび1
3 - 5 ㎜

細砂

細砂

石粉

石粉

吸 水 率 ／ 水 分 量 ％

す り へ り 減 量 ％

安 定 性 ％

微 粒 分 量 試 験 ％

軟 石 含 有 量 ％

偏 平 細 長 石 片 ％

単 位 容 積 質 量

粘 土 塊 量 ％

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

100.0

99.7

25.7

0.6

2.591

2.562

2.637

1.11

25.0

5.4

0.1

2.4

0.0

1.640

0.04

0.000

0.00

0

100.0

99.7

94.9

54.3

7.5

0.9

2.507

2.457

2.586

2.03

2.6

1.708

100.0

98.0

87.8

2.700

0.01



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

試験年月日 ２０２６年 ２月１３日

試 験 者 田子三由生

骨 材 粒 度 設 計

３．使用予定骨材の合成粒度

骨 材

配 合 率 Ａ ％

通

過

質

量

百

分

率

Ｂ

％

各骨材のふるい目の大きさ別配合率 ( A ) ×( B ) 合 成 目 標

まめさび1
3 - 5 ㎜

細砂 石粉

5 3 m m

5 3 m m

3 7 . 5

3 7 . 5

3 1 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

2 6 . 5

1 9

1 9

1 3 . 2

1 3 . 2

9 . 5

9 . 5

4 . 7 5

4 . 7 5

2 . 3 6

2 . 3 6

1 . 1 8

1 . 1 8

6 0 0 μm

6 0 0 μm

3 0 0

3 0 0

1 5 0

1 5 0

7 5

7 5

8 1 . 5 1 3 . 5 5 . 0

1 0 0 . 0

8 1 . 5

9 9 . 7

8 1 . 3

2 5 . 7

2 0 . 9

0 . 6

0 . 5

1 0 0 . 0

1 3 . 5

9 9 . 7

1 3 . 5

9 4 . 9

1 2 . 8

5 4 . 3

7 . 3

7 . 5

1 . 0

0 . 9

0 . 1

1 0 0 . 0

5 . 0

9 8 . 0

4 . 9

8 7 . 8

4 . 4

1 0 0 . 0

9 9 . 8

3 9 . 4

1 9 . 0

1 7 . 8

1 2 . 3

5 . 9

4 . 5

1 0 0 . 0

9 7 . 5

3 4 . 0

2 2 . 5

1 4 . 0

9 . 5

7 . 0

4 . 5



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

試験年月日 ２０２６年 ２月１３日

試 験 者 田子三由生

骨 材 の 粒 径 加 積 曲 線 図

５．合成粒度

合 成 粒 度
ふ る い 目

室内合成粒度
目 標 粒 度 粒 度 範 囲

６．粒径加積曲線図

粒度範囲

目標粒度

室内合成粒度

ふ る い 目

通

過

質

量

百

分

率

％

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

1 0 0 . 0

9 9 . 8

3 9 . 4

1 9 . 0

1 7 . 8

1 2 . 3

5 . 9

4 . 5

1 0 0 . 0

9 7 . 5

3 4 . 0

2 2 . 5

1 4 . 0

9 . 5

7 . 0

4 . 5

1 0 0

9 5 ～ 1 0 0

2 3 ～ 4 5

1 5 ～ 3 0

8 ～ 2 0

4 ～ 1 5

4 ～ 1 0

2 ～ 7

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 51 91 3 . 29 . 54 . 7 52 . 3 61 . 1 86 0 0 μm3 0 01 5 07 5
0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

80

90

1 0 0



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

試験年月日 ２０２６年 ２月１３日

試 験 者 田子三由生

理 論 最 大 密 度 計 算 表

① ② ③ ④ ⑤

骨 材 の 種 類 配合率( % )
骨 材 の 密 度 （ｇ／ｃｍ ）3

表 乾 か さ 見 掛
計算に用いる密度 ②／④

Σ②＝ Σ⑤＝

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

アスファルト量

( % )

アスファルトの

密 度
⑥／⑦

Σ⑤( 1 0 0 - ⑥)

1 0 0
⑧＋⑨

理論最大密度

1 0 0 / ⑩

まめさび1 3 - 5 ㎜ 8 1 . 5 2 . 5 9 1 2 . 5 6 2 2 . 6 3 7 2 . 6 3 7 3 0 . 9 0 6

細砂 1 3 . 5 2 . 5 0 7 2 . 4 5 7 2 . 5 8 6 2 . 5 8 6 5 . 2 2 0

石粉 5 . 0 2 . 7 0 0 2 . 7 0 0 1 . 8 5 2

1 0 0 . 0 3 7 . 9 7 8

3 . 0 3 . 0 2 4 3 6 . 8 3 9 3 9 . 8 6 3 2 . 5 0 9

3 . 5 3 . 5 2 8 3 6 . 6 4 9 4 0 . 1 7 7 2 . 4 8 9

4 . 0 4 . 0 3 2 3 6 . 4 5 9 4 0 . 4 9 1 2 . 4 7 0

4 . 5 4 . 5 3 6 3 6 . 2 6 9 4 0 . 8 0 5 2 . 4 5 1

5 . 0 5 . 0 4 0 3 6 . 0 7 9 4 1 . 1 1 9 2 . 4 3 2

4 . 3 4 . 3 3 5 3 6 . 3 4 5 4 0 . 6 8 0 2 . 4 5 8

0 . 9 9 2



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

試験年月日 ２０２６年 ２月１３日

試 験 者 田子三由生

マ ー シ ャ ル 安 定 度 試 験

アスファルトの種類 アスファルトの密度（Ａ） アスファルトの温度 骨 材 の 温 度

突 固 め 温 度 突 固 め 回 数 力計の係数（Ｂ）

℃ ℃

℃ 回

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲供

試

体

条

件

供

試

体

番

号

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量
％

供試体寸法

厚さ（ｃｍ）

1 2 3 4 平均

密 度 安定度平
均
直
径

断

面

積

空
中
質
量

体

積

ノ
ギ
ス

理

論

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

容

積

空

隙

率

骨
材
間
隙
率

飽

和

度

力
計
の

読

み

安
定
度

フ
ロー

値

安
定
／
フ
ロー

（ｃｍ） （ｃｍ ） （ｇ） （ｃｍ ） （ｇ/ ｃｍ ）（ｇ/ ｃｍ ） （％） （％） （％） （％） （ｋＮ） 1 / 1 0 0ｃｍ （ｋＮ／ｍ）
2 3 3 3

⑥ × ⑧ ⑨ ／ ⑩ ⑬ ＋ ⑭ （Ｂ）×⑰
①×⑪

（Ａ）
（1 －⑪／⑫）

×1 0 0 ⑬／⑮×１００

平均

平均

平均

平均

平均

ｶ ﾗ ｰ ｸ ｽ P A C K 0.992 160 ± 3 180

150 ± 3 50 0.142

標

準

3.0

1 6.43 6.44 6.44 6.45 6.44 10.15 80.873 978.1 520.8 1.878 44 6.25 24

2 6.45 6.47 6.46 6.46 6.46 10.15 80.873 993.7 522.4 1.902 50 7.10 22

3 6.39 6.38 6.40 6.39 6.39 10.15 80.873 976.8 516.8 1.890 55 7.81 18

1.890 2.509 5.7 24.7 30.4 18.8 7.05 21 3357

標

準

3.5

4 6.38 6.39 6.37 6.38 6.38 10.17 81.192 1009.6 518.0 1.949 56 7.95 26

5 6.42 6.42 6.41 6.43 6.42 10.15 80.873 1022.7 519.2 1.970 51 7.24 18

6 6.38 6.37 6.37 6.39 6.38 10.15 80.873 1008.3 516.0 1.954 53 7.53 25

1.958 2.489 6.9 21.3 28.2 24.5 7.57 23 3291

標

準

4.0

7 6.42 6.40 6.41 6.40 6.41 10.15 80.873 1041.5 518.4 2.009 58 8.24 32

8 6.43 6.43 6.44 6.42 6.43 10.16 81.032 1045.1 521.0 2.006 60 8.52 27

9 6.42 6.42 6.41 6.43 6.42 10.16 81.032 1035.2 520.2 1.990 54 7.67 30

2.002 2.470 8.1 18.9 27.0 30.0 8.14 30 2713

標

準

4.5

10 6.41 6.42 6.41 6.40 6.41 10.16 81.032 1071.0 519.4 2.062 52 7.38 42

11 6.40 6.41 6.42 6.40 6.41 10.15 80.873 1070.5 518.4 2.065 66 9.37 32

12 6.48 6.47 6.48 6.46 6.47 10.16 81.032 1075.3 524.3 2.051 59 8.38 39

2.059 2.451 9.3 16.0 25.3 36.8 8.38 38 2205

標

準

5.0

13 6.45 6.45 6.44 6.44 6.45 10.17 81.192 1080.4 523.7 2.063 62 8.80 43

14 6.39 6.39 6.41 6.41 6.40 10.16 81.032 1059.4 518.6 2.043 50 7.10 34

15 6.36 6.35 6.36 6.36 6.36 10.16 81.032 1060.7 515.4 2.058 58 8.24 38

2.055 2.432 10.4 15.5 25.9 40.2 8.05 38 2118



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

試験年月日 ２０２６年 ２月１３日

試 験 者 田子三由生

設 計 ア ス フ ァ ル ト 量 の 決 定

密

度

空

隙

率

フ

ロ

｜

値

安

定

度

：残留安定度％（右目盛）7 5 以上

残

留

安

定

度

飽

和

度

アスファルト量（％）

アスファルト量（％）

密 度

安 定 度

空 隙 率

飽 和 度

フロー値

（ｇ／ｃｍ ）３

（％）

（１／１００ｃｍ）

( k N ) （％）

（％）

3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 3. 0 3 . 5 4.0 4 . 5 5 . 0

3.0 3.5 4.0 4.5 5 . 0 3 . 0 3 . 5 4.0 4 . 5 5 . 0

3.0 3.5 4.0 4.5 5 . 0

1. 8 50

1. 9 00

1. 9 50

2. 0 00

2. 0 50

2. 1 00

2. 1 50

5

6

7

8

9

1 0

1 1

11

14

17

20

23

26

29

0

10

20

30

40

50

60

0

10

20

30

40

50

60

7 0

7 5

8 0

8 5

9 0

9 5

1 0 0

( ２０～４０)

3.0 3.5 4.0 4. 5 5. 0

共通範囲 3 . 0 0 ～ 5 . 0 0 （％）

設計アスファルト量 4 . 3 （％）

ＯＡＣは空隙１７％の時とした



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

試験年月日 ２０２６年 ２月１３日

試 験 者 田子三由生

残 留 安 定 度 試 験

アスファルトの種類 アスファルトの密度（Ａ） アスファルトの温度 骨 材 の 温 度

突 固 め 温 度 突 固 め 回 数 力計の係数（Ｂ）

℃ ℃

℃ 回

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲供

試

体

条

件

供

試

体

番

号

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量
％

供試体寸法

厚さ（ｃｍ）

1 2 3 4 平均

密 度 安定度平
均
直
径

断

面

積

空
中
質
量

体

積

ノ
ギ
ス

理

論

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

容

積

空

隙

率

骨
材
間
隙
率

飽

和

度

力
計
の

読

み

安
定
度

フ
ロー

値

残
留
安
定
度

（ｃｍ） （ｃｍ ） （ｇ） （ｃｍ ） （ｇ/ ｃｍ ）（ｇ/ ｃｍ ） （％） （％） （％） （％） （ｋＮ） 1 / 1 0 0ｃｍ （％）
2 3 3 3

⑥ × ⑧ ⑨ ／ ⑩ ⑬ ＋ ⑭ （Ｂ）×⑰
①×⑪

（Ａ）
（1 －⑪／⑫）

×1 0 0 ⑬／⑮×１００

平均

平均

平均

ｶ ﾗ ｰ ｸ ｽ P A C K 0.992 150 ± 3 180

140 ± 3 50 0.142

標

準

4.2

1 6.40 6.38 6.39 6.38 6.39 10.16 81.032 1046.5 517.8 2.021 65 9.23 35

2 6.39 6.40 6.41 6.41 6.40 10.15 80.873 1047.6 517.6 2.024 53 7.53 34

3 6.38 6.37 6.36 6.36 6.37 10.15 80.873 1042.8 515.2 2.024 59 8.38 35

2.023 2.462 8.6 17.8 26.4 32.6 8.38 35

水

浸

4.2

1 6.38 6.37 6.37 6.36 6.37 10.16 81.032 1047.9 516.2 2.030 58 8.24

2 6.35 6.34 6.35 6.35 6.35 10.16 81.032 1050.8 514.6 2.042 53 7.53

3 6.39 6.40 6.40 6.41 6.40 10.17 81.192 1066.2 519.6 2.052 53 7.53

2.041 2.462 8.6 17.1 25.7 33.5 7.77 92.7



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

試験年月日 ２０２６年 ２月１３日

試 験 者 田子三由生

ホ ッ ト ビ ン 粒 度 設 計

３．使用予定骨材の合成粒度

骨 材

配 合 率 Ａ ％

通

過

質

量

百

分

率

Ｂ

％

各骨材のふるい目の大きさ別配合率 ( A ) ×( B ) 合 成 設 計

３ビン ２ビン １ビン 石粉

5 3 m m

5 3 m m

3 7 . 5

3 7 . 5

3 1 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

2 6 . 5

1 9

1 9

1 3 . 2

1 3 . 2

9 . 5

9 . 5

4 . 7 5

4 . 7 5

2 . 3 6

2 . 3 6

1 . 1 8

1 . 1 8

6 0 0 μm

6 0 0 μm

3 0 0

3 0 0

1 5 0

1 5 0

7 5

7 5

4 9 . 0 3 2 . 5 1 3 . 5 5 . 0

1 0 0 . 0

4 9 . 0

9 9 . 2

4 8 . 6

2 . 0

1 . 0

1 0 0 . 0

3 2 . 5

6 1 . 7

2 0 . 1

2 . 8

0 . 9

1 0 0 . 0

1 3 . 5

9 9 . 6

1 3 . 4

9 4 . 1

1 2 . 7

5 2 . 7

7 . 1

6 . 6

0 . 9

1 . 6

0 . 2

1 0 0 . 0

5 . 0

9 8 . 0

4 . 9

8 7 . 8

4 . 4

1 0 0 . 0

9 9 . 6

3 9 . 6

1 9 . 3

1 7 . 7

1 2 . 1

5 . 8

4 . 6

1 0 0 . 0

9 9 . 8

3 9 . 4

1 9 . 0

1 7 . 8

1 2 . 3

5 . 9

4 . 5



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

試験年月日 ２０２６年 ２月１３日

試 験 者 田子三由生

ホ ッ ト ビ ン の 粒 径 加 積 曲 線 図

５．合成粒度

合 成 粒 度
ふ る い 目

現場合成粒度
目 標 粒 度 粒 度 範 囲

６．粒径加積曲線図

粒度範囲

目標粒度

現場合成粒度

ふ る い 目

通

過

質

量

百

分

率

％

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

1 0 0 . 0

9 9 . 6

3 9 . 6

1 9 . 3

1 7 . 7

1 2 . 1

5 . 8

4 . 6

1 0 0 . 0

9 9 . 8

3 9 . 4

1 9 . 0

1 7 . 8

1 2 . 3

5 . 9

4 . 5

1 0 0

9 5 ～ 1 0 0

2 3 ～ 4 5

1 5 ～ 3 0

8 ～ 2 0

4 ～ 1 5

4 ～ 1 0

2 ～ 7

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 51 91 3 . 29 . 54 . 7 52 . 3 61 . 1 86 0 0 μm3 0 01 5 07 5
0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

80

90

1 0 0



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

試験年月日 ２０２６年 ２月１３日

試 験 者 田子三由生

理 論 最 大 密 度 計 算 表

① ② ③ ④ ⑤

骨 材 の 種 類 配合率( % )
骨 材 の 密 度 （ｇ／ｃｍ ）3

表 乾 か さ 見 掛
計算に用いる密度 ②／④

Σ②＝ Σ⑤＝

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

アスファルト量

( % )

アスファルトの

密 度
⑥／⑦

Σ⑤( 1 0 0 - ⑥)

1 0 0
⑧＋⑨

理論最大密度

1 0 0 / ⑩

まめさび1 3 - 5 ㎜ 8 1 . 5 2 . 5 9 1 2 . 5 6 2 2 . 6 3 7 2 . 6 3 7 3 0 . 9 0 6

細砂 1 3 . 5 2 . 5 0 7 2 . 4 5 7 2 . 5 8 6 2 . 5 8 6 5 . 2 2 0

石粉 5 . 0 2 . 7 0 0 2 . 7 0 0 1 . 8 5 2

1 0 0 . 0 3 7 . 9 7 8

4 . 3 4 . 3 3 5 3 6 . 3 4 5 4 0 . 6 8 0 2 . 4 5 8
0 . 9 9 2



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

試験年月日 ２０２６年 ２月１３日

試 験 者 田子三由生

マ ー シ ャ ル 安 定 度 試 験

アスファルトの種類 アスファルトの密度（Ａ） アスファルトの温度 骨 材 の 温 度

突 固 め 温 度 突 固 め 回 数 力計の係数（Ｂ）

℃ ℃

℃ 回

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲供

試

体

条

件

供

試

体

番

号

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量
％

供試体寸法

厚さ（ｃｍ）

1 2 3 4 平均

密 度 安定度平
均
直
径

断

面

積

空
中
質
量

体

積

ノ
ギ
ス

理

論

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

容

積

空

隙

率

骨
材
間
隙
率

飽

和

度

力
計
の

読

み

安
定
度

フ
ロー

値

残
留
安
定
度

（ｃｍ） （ｃｍ ） （ｇ） （ｃｍ ） （ｇ/ ｃｍ ）（ｇ/ ｃｍ ） （％） （％） （％） （％） （ｋＮ） 1 / 1 0 0ｃｍ （％）
2 3 3 3

⑥ × ⑧ ⑨ ／ ⑩ ⑬ ＋ ⑭ （Ｂ）×⑰
①×⑪

（Ａ）
（1 －⑪／⑫）

×1 0 0 ⑬／⑮×１００

平均

平均

平均

ｶ ﾗ ｰ ｸ ｽ P A C K 0.992 170 190

150 50 0.142

標

準

4.3

1 6.47 6.45 6.46 6.46 6.46 10.16 81.032 1061.1 523.5 2.027 52 7.38 33

2 6.47 6.47 6.47 6.46 6.47 10.17 81.192 1070.0 525.3 2.037 60 8.52 35

3 6.37 6.36 6.35 6.36 6.36 10.16 81.032 1056.1 515.4 2.049 62 8.80 34

2.038 2.458 8.8 17.1 25.9 34.0 8.23 34

水

浸

4.3

1 6.37 6.35 6.35 6.36 6.36 10.17 81.192 1054.0 516.4 2.041 51 7.24

2 6.38 6.37 6.39 6.38 6.38 10.15 80.873 1052.6 516.0 2.040 59 8.38

3 6.38 6.40 6.38 6.39 6.39 10.17 81.192 1058.4 518.8 2.040 55 7.81

2.040 2.458 8.8 17.0 25.8 34.1 7.81 94.9



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

試験年月日 ２０２６年 ２月１３日

試 験 者 田子三由生

マ ー シ ャ ル 安 定 度 試 験

密

度

空

隙

率

フ

ロ

｜

値

安

定

度

：残留安定度％（右目盛）7 5 以上

残

留

安

定

度

飽

和

度

アスファルト量（％）

アスファルト量（％）

密 度

安 定 度

空 隙 率

飽 和 度

フロー値

（ｇ／ｃｍ ）３

（％）

（１／１００ｃｍ）

( k N ) （％）

（％）

3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 3. 0 3 . 5 4.0 4 . 5 5 . 0

3.0 3.5 4.0 4.5 5 . 0 3 . 0 3 . 5 4.0 4 . 5 5 . 0

3.0 3.5 4.0 4.5 5 . 0

1. 8 50

1. 9 00

1. 9 50

2. 0 00

2. 0 50

2. 1 00

2. 1 50

5

6

7

8

9

1 0

1 1

11

14

17

20

23

26

29

0

10

20

30

40

50

60

0

10

20

30

40

50

60

7 0

7 5

8 0

8 5

9 0

9 5

1 0 0

( ２０～４０)

3.0 3.5 4.0 4. 5 5. 0

共通範囲 3 . 0 0 ～ 5 . 0 0 （％）

設計アスファルト量 4 . 3 （％）

ＯＡＣは空隙１７％の時とした



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 パーフェクトカラーN P 開粒( 固形)

試験年月日 ２０２６年 ２月１３日

試 験 者 田子三由生

現 場 配 合 の 決 定

骨 材 配 合 比 設計アスファルト量 プラント配合比 １バッチ質量（ｋｇ）骨材累加質量（ｋｇ）

ア ス フ ァ ル ト

合 計

（％） （％） （％）

１バッチ １０００ ｋｇ

３ ビ ン

２ ビ ン

１ ビ ン

石 粉

4 9 . 0 4 6 . 9 4 6 9 9 0 9

3 2 . 5 3 1 . 1 3 1 1 4 4 0

1 3 . 5 1 2 . 9 1 2 9 1 2 9

5 . 0 4 . 8 4 8 . 0 4 8 . 0

4 8 . 0

4 . 3 4 . 3 4 3 . 0 4 3 . 0

1 0 0 . 0 1 0 0 . 0 1 0 0 0 . 0 1 0 0 0 . 0


